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は
ロ
ッ
ジ

の
世
界
観
を
都
心
で
再
現
す
る
と
い

う
コ
ン
セ
プ
ト
の
も
と
２
０
１
６
年

に
札
幌
で
１
号
店
を
開
業
し
ま
し

た
。
今
回
は
そ
の
２
号
店
と
な
り
ま

す
。
こ
ち
ら
は
１
９
３
１
年
（
昭
和

６
）
建
築
の
旧
越
中
屋
ホ
テ
ル
を

我
々
な
り
の
感
性
で
再
生
さ
せ
た
、

ク
ラ
シ
ッ
ク
と
コ
ン
テ
ン
ポ
ラ
リ
ー

の
融
合
を
目
指
し
た
ホ
テ
ル
で
す
」

　
旧
越
中
屋
ホ
テ
ル
は
、
同
地
で
１

８
７
７
年
（
明
治
10
）
に
創
業
し
た

小
樽
の
老
舗
旅
館
・
越
中
屋
の
別
館

と
し
て
建
て
ら
れ
た
、
北
海
道
初
の

外
国
人
利
用
客
の
た
め
の
ホ
テ
ル

だ
。
戦
前
は
陸
軍
に
接
収
さ
れ
て
将

校
ク
ラ
ブ
と
な
り
、
戦
後
は
米
軍
に

2

　
数
多
く
の
歴
史
的
建
造
物
が
現
存

し
、
風
情
あ
る
ま
ち
並
み
が
魅
力
の

小
樽
は
北
海
道
有
数
の
観
光
地
だ
。

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
る
と
、
近

年
は
宿
泊
施
設
数
も
増
加
傾
向
に
あ

り
、
こ
と
に
外
国
人
の
宿
泊
客
数
が

６
年
連
続
で
伸
び
て
い
る
。
昨
年
９

月
の
北
海
道
胆
振
東
部
地
震
に
よ
る

観
光
客
で
賑
わ
う
小
樽
運
河
や
石
造
倉
庫
群
が
あ
る
小
樽
市
の
色い

ろ

内な
い

エ
リ
ア
。

こ
の
地
に
今
春
オ
ー
プ
ン
し
た
新
感
覚
の
ブ
テ
ィ
ッ
ク
ホ
テ
ル
を
訪
ね
て
み
た
ら

フ
リ
ー
ワ
イ
ン
や
無
線
L
A
N
完
備
な
ど
、う
れ
し
い
サ
ー
ビ
ス
が
充
実
し
て
い
た
。

歴
史
的
建
造
物
を
現
代
風
に

リ
ノベー
ション
し
た
新
感
覚
ホ
テ
ル

UNW
IND HOTEL

&
BAR 

小
樽 

北
海
道
小
樽
市

ホ
テ
ル
力

取材協力・写真提供＝グローバルエージェンツ

影
響
で
、
２
０
１
８
年
度
の
観
光
客

数
は
減
少
し
た
も
の
の
、
外
国
人
宿

泊
客
数
は
対
前
年
度
比
で
１
１
０
・

９
％
増
加
の
９
万
６
３
６
人
だ
っ

た
。
現
在
市
内
に
は
旅
館
、
ホ
テ
ル

含
め
約
90
件
の
宿
泊
施
設
が
あ
る
。

　
そ
の
小
樽
に
、
今
年
の
４
月
13
日

に
新
た
な
宿
泊
施
設
が
生
ま
れ
た
。

UNW
IND HOTEL&BAR

小
樽

（
ア
ン
ワ
イ
ン
ド
ホ
テ
ル
ア
ン
ド
バ

ー
オ
タ
ル
）
だ
。
手
掛
け
た
の
は
全

国
で
７
棟
６
０
０
室
の
ブ
テ
ィ
ッ
ク

ホ
テ
ル
及
び
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
ホ
テ

ル
を
運
営
す
る
株
式
会
社
グ
ロ
ー
バ

ル
エ
ー
ジ
ェ
ン
ツ
。
代
表
取
締
役
の

山
崎
剛
さ
ん
は
語
る
。

2019年6月

接
収
さ
れ
、
返
還
後
は
企
業
の
独
身

寮
や
貸
事
務
所
な
ど
を
経
て
、
１
９

９
３
年
か
ら
は
「
小
樽
グ
ラ
ン
ド
ホ

テ
ル
ク
ラ
シ
ッ
ク
」
と
し
て
営
業
し

て
い
た
。
だ
が
、
２
０
０
９
年
に
経

営
破
た
ん
。
そ
の
後
長
ら
く
閉
館
し

て
い
た
が
、
同
社
の
手
に
よ
っ
て
三

た
び
ホ
テ
ル
と
し
て
蘇
っ
た
。

　
と
は
い
え
、
小
樽
市
の
景
観
条
例

に
よ
り
外
観
を
大
き
く
変
え
る
こ
と

は
叶
わ
ず
、
建
物
正
面
中
央
に
あ
る

特
徴
的
な
縦
２
列
の
ベ
イ
ウ
ィ
ン
ド

ウ
や
両
脇
の
丸
窓
と
垂
直
の
窓
割
り

な
ど
、
ク
ラ
シ
カ
ル
な
趣
を
そ
の
ま

ま
残
し
、
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
周
り
と
照

明
に
の
み
手
を
加
え
て
い
る
。

　
大
胆
で
現
代
的
な
再
生
が
施
さ
れ

た
の
は
内
観
と
サ
ー
ビ
ス
だ
。
ロ
ビ

ー
左
手
に
は
カ
ウ
ン
タ
ー
７
席
、
テ

ー
ブ
ル
席
２
台
の
バ
ー
が
あ
り
、
札

幌
の
１
号
店
同
様
に
17
時
か
ら
19
時

ま
で
地
元
産
ワ
イ
ン
が
誰
で
も
無
料

で
楽
し
め
る
。
重
厚
な
石
造
り
の
階

段
に
は
ク
ラ
シ
ッ
ク
な
赤
の
絨
毯

を
、
モ
ダ
ン
な
客
室
に
は
水
回
り
と

寝
室
の
間
に
珍
し
い
引
き
戸
を
採

用
。
客
室
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
は
ｉ

Ｐ
ｈ
ｏ
ｎ
ｅ
な
ど
の
ミ
ラ
ー
リ
ン
グ

機
能
で
映
像
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き

る
。
さ
ら
に
客
室
に
は
ス
マ
ー
ト
フ

ォ
ン
が
あ
り
、
海
外
へ
の
通
話
も
無

料
。
周
辺
の
観
光
情
報
サ
イ
ト
へ
の

ア
ク
セ
ス
は
も
ち
ろ
ん
、
宿
泊
中
は

外
に
持
ち
出
し
て
も
Ｏ
Ｋ
だ
。

「
本
来
、
我
々
の
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

の
手
法
は
、
元
々
の
建
築
を
変
え
て

い
く
ス
タ
イ
ル
な
の
で
す
が
、
今
回

は
残
し
な
が
ら
再
生
し
て
い
く
こ
と

が
テ
ー
マ
。
新
し
い
試
み
だ
っ
た
の

で
何
を
残
し
、
何
を
捨
て
、
ど
う
蘇

ら
せ
て
い
く
か
、
取
捨
選
択
に
悩
み

ま
し
た
が
、
結
果
、
い
い
表
現
が
で

き
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
」

と
自
信
を
の
ぞ
か
せ
る
。

　
さ
ら
に
山
崎
さ
ん
は
「
ゆ
く
ゆ
く

は
向
か
い
に
建
つ
歴
史
的
建
造
物
群

の
小
樽
芸
術
村
内
の
施
設
を
お
借
り

し
て
、
小
樽
ら
し
い
ウ
エ
デ
ィ
ン
グ

プ
ラ
ン
も
実
現
し
て
い
き
た
い
」
と

言
う
。

　
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
し
た
よ
う
な
ク

ラ
シ
ッ
ク
な
雰
囲
気
と
、
ホ
テ
ル
名

の
「
Ｕ
Ｎ
Ｗ
Ｉ
Ｎ
Ｄ
＝
く
つ
ろ
ぐ
」

の
通
り
自
宅
の
よ
う
に
く
つ
ろ
げ
る

空
間
を
演
出
す
る
こ
の
ホ
テ
ル
は
、

小
樽
に
住
む
人
に
も
、
訪
れ
る
人
に

も
、
楽
し
さ
を
広
げ
て
く
れ
る
可
能

性
を
存
分
に
秘
め
て
い
る
。

 

（
村
井
清
美
）

1

2

3

4

1 建物は小樽市の指定歴史的建造
物。客室は全36室。2 ロビー左手の

「BAR IGNIS」は宿泊客以外も利用
可。3 館内レストラン「THE BALL」
は宿泊者以外も利用できるほか、ウェ
ディング会場としても活用予定。4 宿
泊者全員に提供される「モーニングハ
イティー」は英国のアフタヌーンティー
やハイティーからヒントを得たオリジナ
ルスタイルの朝食。

客室ではプロジェクターの映像がゲス
トを迎える。ラッセルホブスの電気ケト
ル、波佐見焼のマグカップなど、備品
もこだわりのセレクト。（撮影筆者）
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3

　
小
田
急
線
、
本
厚
木
駅
か
ら
バ
ス

で
15
分
。
閑
静
な
住
宅
街
に
工
房
兼

自
宅
を
構
え
る
「
牧
歌
（Bocca

）」。

オ
ー
ナ
ー
の
河
内
賢
一
さ
ん
は
酪
農

を
し
な
が
ら
ヨ
ー
グ
ル
ト
や
チ
ー
ズ

な
ど
の
乳
製
品
を
作
っ
て
い
る
。 

牧
場
は
工
房
か
ら
徒
歩
５
分
。
少
し

高
台
に
な
っ
た
休
耕
地
の
一
角
に
あ

り
、
現
在
は
ジ
ャ
ー
ジ
ー
種
の
牛
４

頭
、
羊
13
頭
、
山
羊
３
頭
を
飼
っ
て

い
る
。
ミ
ル
ク
を
搾
る
の
は
牛
と
羊

だ
け
。
牛
は
搾
乳
機
を
使
え
る
が
羊

は
手
搾
り
だ
。

　
河
内
さ
ん
が
作
る
チ
ー
ズ
は
、
牛

乳
を
原
料
と
す
る「
牛
の
プ
リ
ン
ス
」

と
、
羊
乳
の
「
羊
の
プ
リ
ン
ス
」
の

２
種
類
。
プ
リ
ン
ス
と
い
う
名
前
は

工
房
の
あ
る
住
所
、
王
子
に
ち
な
ん

で
命
名
し
た
。
ど
ち
ら
も
熟
成
期
間

は
最
低
12
カ
月
だ
が
、
時
に
は
３
年

近
く
寝
か
せ
る
こ
と
も
あ
る
。
ま

た
、
牛
乳
と
羊
の
ミ
ル
ク
を
混
ぜ
て

作
る
こ
と
も
あ
る
と
い
う
。 

「
も
と

も
と
、
自
分
の
た
め
に
楽
し
ん
で
作

っ
て
い
た
も
の
を
、
こ
れ
は
売
れ
る

の
で
は
？
　
と
い
う
発
想
で
始
め
た

も
の
。
作
り
方
も
自
己
流
で
す
」
と

河
内
さ
ん
は
言
う
。

牧
歌 

神
奈
川
県
厚
木
市
王
子

チ
ー
ズ
力

取材協力＝牧歌

神
奈
川
県
厚
木
市
の
住
宅
街
に
あ
る
小
さ
な
牧
場
で
、日
本
で
は
珍
し
い
ジ
ャ
ー
ジ
牛
の
ミ
ル
ク
か
ら
作
っ
た

乳
製
品
を
販
売
す
る
工
房
が
あ
る
。
か
わ
い
い
動
物
た
ち
に
も
会
え
る
、こ
の
工
房
を
訪
ね
た
。

小
さ
な
牧
場
で
作
る
王
子
様
の
チ
ー
ズ

　
自
分
の
納
得
が
い
く
ま
で
時
間
を

か
け
て
作
る
河
内
さ
ん
の
チ
ー
ズ

は
、
パ
ル
ミ
ジ
ャ
ー
ノ
・
レ
ッ
ジ
ャ

ー
ノ
（
パ
ル
メ
ザ
ン
チ
ー
ズ
）
を
思

わ
せ
る
深
い
旨
味
と
、
ど
こ
か
味
噌

に
も
似
た
風
味
が
あ
る
。
厚
木
が
地

元
の
河
内
さ
ん
は
「
牛
乳
が
好
き
」

と
い
う
シ
ン
プ
ル
な
理
由
で
北
海
道

の
帯
広
畜
産
大
学
に
進
学
、
畜
産
学

を
学
び
、
２
０
０
５
年
（
平
成
17
）

に
自
宅
を
改
築
し
て
工
房
を
開
い

た
。
現
在
は
動
物
の
世
話
か
ら
搾

乳
、
加
工
ま
で
、
す
べ
て
一
人
で
行

っ
て
い
る
た
め
、
牧
場
の
雑
草
の
草

刈
り
な
ど
ま
で
は
、
な
か
な
か
手
が

回
ら
な
い
の
が
悩
み
の
種
だ
。

　
全
国
に
３
０
０
カ
所
あ
る
と
い
わ

れ
る
チ
ー
ズ
工
房
の
多
く
は
、
通
販

で
商
品
を
販
売
し
て
い
る
。
し
か
し

牧
歌
で
は
事
前
予
約
の
対
面
販
売
と

い
う
ス
タ
イ
ル
だ
。
そ
の
理
由
に
つ

い
て
、
河
内
さ
ん
は
こ
う
語
る
。

 

「
チ
ー
ズ
は
毎
回
、
味
が
微
妙
に
違

う
し
、
カ
ビ
が
中
に
入
り
込
ん
で
し

ま
う
と
き
も
あ
る
。
誤
解
が
生
ま
れ

な
い
よ
う
、
話
を
し
な
が
ら
売
る
の

が
い
い
と
思
い
、
今
の
方
法
を
と
っ

て
い
ま
す
」

　
商
品
と
し
て
チ
ー
ズ
を
製
造
す
る

た
め
に
は
、
生
乳
の
殺
菌
機
な
ど
、

高
額
な
設
備
が
必
要
と
な
る
。
業
務

用
の
道
具
は
値
段
も
高
く
、
個
人
で

開
業
す
る
際
の
ネ
ッ
ク
に
な
っ
て
い

る
が
、
河
内
さ
ん
は
家
庭
用
の
ザ
ル

な
ど
を
使
う
こ
と
で
そ
の
あ
た
り
を

う
ま
く
ク
リ
ア
し
て
い
る
。
最
近
は

チ
ー
ズ
作
り
を
し
た
い
と
い
う
人
が
、

店
を
訪
ね
て
来
る
こ
と
も
増
え
た
。

 

「
高
額
な
設
備
投
資
を
し
な
く
て
も

工
夫
次
第
で
チ
ー
ズ
は
作
れ
ま
す
。

わ
た
し
の
や
り
方
を
見
て
、
こ
れ
な

ら
自
分
も
で
き
る
な
、
と
思
っ
て
も

ら
え
た
ら
う
れ
し
い
で
す
ね
」

　
一
人
で
作
る
チ
ー
ズ
の
量
に
は
限

り
が
あ
り
、
経
済
的
に
は
大
変
だ

が
、
今
後
は
周
辺
の
休
耕
地
を
借
り

て
放
牧
地
に
す
る
と
い
う
計
画
が
あ

る
と
力
強
く
夢
を
語
っ
て
く
れ
た
。 

　

　
牧
歌
の
よ
う
な
昔
な
が
ら
の
製
法

と
職
人
の
技
術
に
よ
っ
て
、
で
き
る

だ
け
手
作
業
で
、
少
量
ず
つ
丁
寧
に

作
ら
れ
た
チ
ー
ズ
の
こ
と
を
ア
ル
チ

ザ
ン
・
チ
ー
ズ
と
い
う
。
こ
れ
も
ま

た
、
日
本
の
チ
ー
ズ
の
新
し
い
一
つ

の
ス
タ
イ
ル
だ
。

 

（
野
村
麻
里
）

2019年6月

1 大きさも熟成期間も材料のミルクも
さまざまな、牧歌のチーズ。2 オレンジ
色の看板が目印。3 牧歌の羊たち。
近所の人が野菜を持ってえさやりに
訪れるという。4 チーズはカットして対
面で販売している。5 ジャージー種の
牛とオーナーの河内賢一さん。

羊のプリンス（上）は味わい深いコ 
クとうま味、牛のプリンスは発酵バタ 
ーを思わせる香りと優しい味わい。
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